
東北メディカル・メガバンク計画の実施体制 

７ 

推進委員会（仮称） 

文部科学省（※１） 

・外部有識者で構成し、本事業の推進方針に
ついて審議 

東北大学 岩手医科大学 

補助金交付 補助金交付 

現在、学内実施体
制を準備中 

・岩手県内のコホートを実施 
・宮城県内のコホートを実施 

東北ＭＭ機構 

東北大学総長 

予
防
医
学
・疫
学
部
門 

バ
イ
オ
バ
ン
ク
部
門 

ゲ
ノ
ム
解
析
部
門 

倫理・法令ＷＧ ゲノムコホート連携ＷＧ 

地
域
医
療
支
援
部
門 

医
療
情
報
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
部
門 

事
務
管
理
・広
報
部
門 

・・・ 
課題毎にＷＧを順次設置（詳細は次ページ） 

東北ＭＭ機構長 

運営委員会 

人
材
育
成
部
門 

ELSI委員会（※２） 
（仮称、設置準備中） 

厚労省 総務省 

東北メディカル・メガバンク計画 

補助金交付 補助金交付 

宮城県 

地域医療情報連携基盤 

地域の医療機関に情報通信
システムを整備し、医療機関
間を結ぶ情報通信ネットワー
クも整備 

診
療
情
報
収
集
に
活
用 

関係大学 

理化学研究所 

ナショナルセンター ←：先行コホート事
業の知見の提供、
ＷＧへの参画 等 

→：生体試料、研究
成果等の提供 
等 

※１ Ｈ２４予算から、復興庁一括計上
予算によって実施される 

※２ 研究に推進するに当たって社会と
の接点で生じる倫理的、法的、社会
的問題を話し合う委員会 

試料配付委員会 
（仮称、設置準備中） 

倫理委員会 

倫理委員会 

緊密な連携体制を構築 
・共通の運営委員会の
設置を検討 
・ＷＧでの共同検討 
・試料受け渡し体制の
構築 等 



ワーキンググループの具体的な体制 

８ 

推進委員会（仮称） 

文部科学省（※） 

・外部有識者で構成し、本事業の推進方策
について審議 

※Ｈ２４予算から、復興庁一括計上予算によって実施される 

地域医療支援WG 

倫理・法令WG 

バイオインフォマティクス検討
WG（仮称、準備中） 

ゲノム・オミックス 
解析戦略WG 

ゲノムコホート連携 
推進WG（準備中） ・倫理と法令、特に包括同意書

の具体的な内容や問題点、セ
キュリティについて検討 

・ゲノム解析とオミックス解析の手
法や戦略について検討 

・地域医療への貢献や循環型医
師派遣体制の構築について検討 

・現在、東北大学において以下のＷＧを設置し検討しているが、今後外部有識者の参画を得て、引き続き
検討を行っていく予定 

東北大学 等 

・先行して実施されている他のゲ
ノムコホートとの連携方策につい
て検討 

・バイオインフォマティクスの推進、
バイオインフォマティクス人材の
確保、育成等について検討 



東北メディカル・メガバンク計画のスケジュール 

Ｈ２４年度 

コ
ホ
ー
ト
調
査 

バ
イ
オ
バ
ン
ク
構
築 

ゲ
ノ
ム
情
報
等
の
解
析 

Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度～ 

・健康
調査、
パイ
ロット事
業開始 ・協力者の

追跡調査 

・地方
自治体
と調整 

・ＷＧで実施方
法、ＩＣ等を検討 

・本格調査開始 
・対象地域 地域住民コホート：宮城県、岩手県沿岸部（気仙沼市、石巻市 等） 
        三世代コホート：宮城県、岩手県南（協力医療機関と調整中） 
・Ｈ２８年度までに１５万人をリクルート予定 

・ＷＧで保管体制、
配布方法等を検討 

・生体試料の収集、保管 １
５
万
人
規
模
の 

バ
イ
オ
バ
ン
ク 

・全ゲノム解析の実施
（３０００人分） 

・生体試料
の保管 

・生体試料の
提供 

・ＷＧで解析方法
等を検討 

・他のコ
ホート事業
との連携
方策を検
討（バイオ
バンクジャ
パン等） 

・生体試料の提供 

・他のコホート事業等との連携による解析研究の実施（疾患関連遺伝子の同定等） 

・引き続き全ゲノム情報、オミックス
情報等の解析を実施 

・ADHD、喘息、自閉症等の関連遺伝子、
環境要因の同定 

・全ゲノム解析の実施
（８０００人分） 

・疾患関連遺
伝子、環境要
因の同定 
・創薬研究の
推進 

９ 

・震災の健康影響の解析 
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